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紅蔘およびその構成成分の 肥満細胞か ら の

ヒ ス タ ミ ン 遊離抑制作用
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【目的】 1型 ア レ ル ギ
ー

に よる肥満細胞の 脱顆粒反応に対 し て 紅蔘に 抑制作用が あ る か 否か

を検討す る 。　 【実験方法】 1．ア レ ル ギー
反応 として（i）ラ ッ ト mast 　 cell に対する compound

48／80 反応 ，（ii）百 日咳加熱死菌を ajuvant として Ascaris 　 extract と DNP で ラッ トを感

作し IgE 型抗 DNP 抗体 で 感作 された mast 　 cellIC 対する DNP − Ascaris （As ）の 反応 。
2．紅

蔘末 ， 100   冷 ’の 割に Tyrode 液を加え ， ボル テ ッ クス
・ミキサーで 攪拝し た後 ， 上清を試料と

した
。

3．Mast 　 cell か らの Histamine 遊 離の 測定 ，
　 mast 　 ce111 × 105cell／mli こ各々 の濃

度の 抽 出液を加え（サポニ ン は純末を加えた ）， 37 ℃ ， 10min ，　 incuba 　tion した後 ，
　 compound

48／80 あるい は DNP − As を添加し，37 ℃ ， 15min 反応し ， 遠 O・して ， 上清と沈漉の Histamine

量をShore の 方法で 測定した 。 上清の Histamine を遊離Histamine とした 。 【結果と考察コ紅

蔘末は 5  ／面於 compound 　48／801 こよるHistamine 遊離を50％前後，抑制した。 1 g ／ml で

も 30 ％前後，抑 制し た。しかし，DNP − As に よる Histamine 遊離は抑制出来な か っ た 。 また，

紅 蔘をア ル コ ール 抽出した もの で は compound 　48／80 に よ るHistamine 遊離 も抑 制 出来なか っ

た。演者らは グリチル リチ ンは 1型ア レル ギー反応の Histamine 遊離を抑制することを報告して 来

た。 紅 蔘 は nc・？の サポ ニ ンか ら成っ て お り， その 中で グ リチ ル リチ ン と構造式 の 似 てい るginseno −

side 　 Rg3 や Oleanolic 　 acid に つ い て Histamine 遊離抑制効果を調べ た
。
　 compound

48／80刺bliC対して ，
20   一ginsenoside 　 Rg3 は 100 μ g で 30 ％の 遊離 抑制が認 め られたが ，

20   一
ginsenoside 　 Rg3 とOleanolic 　 acid に は抑制効果は な か っ た 。 そ こ で ， 20 （S）−

ginsenoslde 　 Rg3 で 同 じmast 　 cell を用 い て compound 　48／80 刺激 とDNP − As に よ

る 王型 ア レ ル ギー
反応の Histamine 遊離抑制効果 に つ い て 調 べ た 。 100 μg の添hrr（’　c　om −

pound 　48 ／
’
80 刺激 に よる Histamine 遊離 の 抑制 （抑制率 30 ％）よりも1型 ア レル ギー

反応

（DNP − As 添加 ）に よる Histamine 遊離の 抑制（抑制率 55％）の方が 強 か っ た 。　 【結語】

紅蔘末 5   ／mt か らの 抽 出液が compound 　48／80 刺激 の Histamine 遊離 を抑制し た 。 紅

蔘 の 成 分 で あ る 20 （S）一　ginsenoside 　 Rg3 は 100 μg で 工型 ア レ ル ギ
ー

反 応 に よ る Hista −

mine 遊離を compound 　 48／ 80 刺激に よ る Histamine 遊離より強 く抑制し た 。
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